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健康と幸せ願い'親善大使

ーひa"人形アメリカの病院ヘー


「ビッグひな祭り」で飾られた人形を，実行委員会の勝浦・井戸端塾，星谷

ちゃらんぽらんかいのメンバーが，国際交流として，町長の親書を添え，徳島

市のマリア館キッズアカデミー(井上富美恵代表)を通じて，アメリカ合衆国

テキサス州ヒューストン市とアンダーソンがんセンターへお贈りしました。

子供の健康と幸せを願うこころは同じです。早く元気になってください。� 

(世帯数)2.065戸� (人口)男� 3.529人女�  3.817人計�  7.346人� (平成8年8月末日現在)

(出生)男� 1女1計2 死亡)男2 女1計3 転入)男7 女4 計 転出)男6 女5 計

広報かつうら10月号第316号平成8年10月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEL(08854)2-2511 (代� FAX2-3028
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女
出
演

(日時 〉

平成8年10月10日(体育の日〉

午前9時30分集合

一所
一

一場
一

一合
一

一集一 坂本区民集会所� 

(参加資格 〉

町内外を問わず J 健康で下記コ

(参加料 〉� 恒� 料

|コース概要|

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
色
づ
き
は
じ
め
た
み
か
ん
畑
の

中
を
あ
な
た
も
快
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
ミ
;

全長� 5.0km
当日の受吋もできますが，混雑をさけるため，� 

人以上の団体の万は，できるだけ事前に申し

込みください。

・申込先勝浦町久国 


勝浦町役場産業課� (e 2 -2511)


-住所 氏名年齢(学年)電話番号を明記の

つえ， ハガキまたは電話で申し込みください。

(注意事項 〉

・お弁当 お茶� 雨異等は� 各自でご持参くだl

さい0

・ハイキングに適した服装でお越しください。� 

-小さいお子さんは，保護者が同伴してください0 

.雨天の場合は中止します。� 

やつあ連30周年� ↑たみかん産地民喝ノミ
謝恩公演 -農業講演会のお知らせ

よ
り
ま
し
て
三
十
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
の

意
を
込
め
ま
し
て
記
念
公
演
を
行
な

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
お
誘
い

合
わ
せ
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
せ
。

詳
し
く
は
、
近
く
新
聞
折
込
み
に

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時

十
月
十
二
日

午
後
七
時
か
ら

場
所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

¥J 

ゃ
っ
す一

ゃ
っ
大
連 

回

女日時 平成� 8年10月25日幽 13時30分 ~16時45分

女場所 農村環境改善センター

*講師 愛媛大学教授 白石雅也先生

女内容 ①講演会「近代農業の悩みと元気の出る� 21世

紀~果樹地域の活性化に向けて ~J

②省力化機械器具展示

③海の幸山の幸即売会

女問い合わせ 小松島勝浦農業改良普及センター� 

(宮08853-2 -1611) 

新
の
ん
き
連

漫
才
暁
照
夫
、
光
夫

阿
波
踊
り

伸
さ
っ
き
(
テ
イ
チ
ク
)

落

語

笑

福

亭

学

光

歌
謡
シ
ョ
ー

連
は
皆
様
方
の
ご
支
援
に

県企業局40周年のふれあい感謝祭

発電所の見学やウオークラリー， 子供電気教室など

の楽しいイベントです。

[日 時110月27日旧)午前10時~午後 4時

[場所]相生町あいあいらんど(相生町鎌瀬)

{定員] 先着� 600人 [参加料]無料

[申し込み] 往復はがきに参加者全員の住所 ・氏名 ・

年齢・性別・電話番号を書いて，県企業局総務課まで

(徳島市万代町� 1 ft0886-21-3244) 

MUS04
テキストボックス
10月10日　体育の日　あるけあるけ大会参加者募集

MUS04
テキストボックス
入場無料　やっホ　連　30周年謝恩公演　みかん産地に喝
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年
団
大
会
少
女
の
部
で
、
町
内
で
サ

ク
レ
イ
ン

ム
県
南
ミ
ナ
ク
ル
が
、

に
健
闘
む
な
し
く
敗
れ
ま

し
た
。
県
南
ミ
ナ
ク
ル
の
今
後
の
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

F
C

ぶ 

勝
浦
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会


H
少女サッカー準優勝


F
C

l

第
二
十
三
回
徳
島
県
サ

ッ
カ
ー
少

ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
女
子
部
員
四
名

の
加
入
チ

第
二
十
三
回
徳
島
県
サ

ッ
カ
ー
少
年
団
大
会
が
、
吉

野
川
サ 

カ 

場
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

y

l

l

県
下
各
地
か
ら
百
五
十
二
チ 

ム
が
参
加
し
、
熱
戦

を
展
開
い
た
し
ま
し
た
。

準
優
勝
を
果
し
ま
し
た
。

県
南
ミ
ナ
ク
ル
は
、
県
南
の
少
女

部
員
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
寄
り
合
い

l
チ 

ム
で
す
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も

勝
浦
町
か
ら
は
、 

ク
レ
イ
ン
と
ク
レ
イ
ン
勝
浦

F
C

の
二
チ 

ム
が
出
場
し
、 

ク
レ
イ
ン
は
、
五
回
戦

l

F
C

ま
で
進
出
す
る
大
健
闘
を
み
せ
ま
し
た
。

抜
群
で
、
決
勝
戦
は
、
芝
の
緑
も

鮮
や
か
な
徳
島
市
球
技
場
で
、
過

去
連
続
二
回
優
勝
の
鳴
門
市
の
ポ
ラ

ベ
ス
ト 
8
を
か
け
た
桑
島 

戦
で
は
、
力
お
よ
ば

F
C

ず
敗
れ
ま
し
た
が
、
見
事
ベ
ス
ト
刊
に
残
り
ま
し
た
。

公
式
戦
で
勝

っ
た
こ
と
の
な
い
イ
レ
ブ

ン
が、

一
戦

ご
と
に
成
長
し
た
戦
い
ぶ
り
は
爽
や
か
で
、
感
動
的
で 

こ
れ
か
ら
も
イ
レ
ブ
ン
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。 

九
月
十
五
・
十
六
日
の
二
日
間
、
第

一
回
勝

浦
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会
が
、
勝

浦
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

/少女I生比奈クラブ� 
¥バレー/ 2大会連続優勝

8月4日に開催された徳島市川内大会と，� 8月18日に

開催された那賀郡木頭大会において，生比奈少女バレー

クラブが見事連続優勝しました。

川内大会では，� 1回戦で第� 1セットを一方的に奪われ

た後� 2セットを接戦で奪い返し，第� 3セットは逆に一方

的に制し逆転勝ち，勢いに乗ったチームは準決勝，決勝

と危げなく勝ち金メダルを手にしました。

また木頭大会では，川内大会での勢いをそのまま持続

し優勝，また� 5年生チームも準優勝とがんばりました。

選手は，� 10月20日に地元で開催される第15回勝浦大会

年
度
か
ら
新
し
く
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
に

ム
三
十
名
が
参
加
し
、
盛
大
に
行
わ

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
7

l

十
五
チ

れ
ま
し
た
。

に向けて練習しています。これからも応援よろしくお願

いします。

一
回
戦
か
ら
好
試
合
の
連
続
で
、
決
勝
は
、

美
馬
・
古
田
ぺ
ア
対
小
坂

・
木
原
ペ
ア
の
対
戦

と
な
り
、
接
戦
の
末
、
美
馬

・
古
田
ペ
ア
が
競

り
勝
ち
ま
し
た
。

優 勝 美馬 ・古田ぺア

準優勝 小坂 ・木原ペア

山
本
・
谷
脇

吉
本
・
前
田

西
野
・
阿
望

前
田
・
溝
内

河
内
・
福
本

美
馬
・
古
田

平
山

・
工
藤

柳
津
・
信
政

原
田
・
長
通

小
坂
・
木
原

平
自国
・
勝
間

大
谷

・
細
谷

鴻
本
・

火
口脇

岩
崎
・
遠
藤

粟

石
居

回

MUS04
スタンプ



-----

郡
内
八
チ 
l

ゴ 
l
ル
。

ム
が
参
加
し
、
八
区
間

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会
だ
よ
り

九
月
八
日
開
催
さ
れ
た
第
三
八
回

勝
浦
郡
駅
伝
大
会
に
は
、
オ
ー
プ
ン

参
加
の
徳
島
県
警
チ 
l
ム
を
は
じ
め

再
出
発
後
、
ト
ッ
プ
に
た

っ
た
勝

浦
郡
陸
協
を
七
区
で
か
わ
し
て
、
徳

島
県
警
が
勝
浦
町
役
場
前
に
総
合

一

位
で
ゴ
ー
ル
。
大
健
闘
を
見
せ
た
勝

浦
中
学
校 

が
総
合
二
位
に
入
り
ま

A

し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
種
団
体
、

関
係
機
関
、
ま
た
沿
道
で
声
援
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

五
区

1
石
木
正
昭
(
郡
陸
)

六
区

1
山
平
里
美
(
走
友
)

新

聞

裕

l

(走
友
)

(走
友
)

〈区
間
賞

中
学
校
の
部
〉

一
区

14守
岡
鶴
幸
(
高
鉾
中
)


中 
A
)


D
)


A
)


l
木

原

努

(

勝

三
区

1
岡

本

陽

子

(

勝

中

四
区

1
畠

田

康

弘 

「
ふ
る
さ
と
の
な
つ
か
し
い
昧

を
:
・
」
と
の
要
望
が
あ
り
、
近
畿

ふ
る
さ
と
便
が
う
ま
れ
ま
し
た
。

「
夏
の
便
」
と
し
て
す
だ
ち
酢
、

生
原
酒
、
手
作
り
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
、
味
噌
、
や
ま
も
も
ジ
ュ
ー
ス
、

椎
茸
等
六
十
件
余
り
発
送
。

「
期
間
商
品
」
と
し
て
や
ま
も
も
、

ハ
ウ
ス
み
か
ん
・
す
だ
ち
、
露
地
す

だ
ち
、
鮎
と
七
十
件
余
り
発
送
し
ま

し
た
と
こ
ろ
好
評
で
し
た
。

ふ
る
さ
と
会
の
方
々
か
ら
「
・
お

い
し
か
っ
た
で
す
」
と
か
い
ろ
い

ろ
と
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
て

参
考
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
勝
浦
を
ふ
る

さ
と
と
す
る
方
々
と
わ
ず
か
で
も

交
流
の
場
が
も
て
る
こ
と
に
大
切

な
意
味
が
あ
る
よ
う
な
気
も
し
ま

す
。
そ
し
て
「
秋
の
便
」
を
広
報

と
共
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
注

文
は
別
と
し
て
ふ
る
さ
と
で
は
、

今
こ
の
よ
う
な
も
の
が
旬
な
の
か

と
な
つ
か
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

嬉
し
い
で
す
。

や
が
て
勝
浦
の
里
は
、
彼
岸
花

が
畦
道
一
面
に
咲
き
秋
祭
り
を
迎

え
ま
す
。
な
つ
か
し
い
太
鼓
の
音
、

又
、
夜
空
を
色
ど
る
花
火
等
、
秋

の
夜
長
に
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
八
年
九
月
三
十
日
現
在

会
員
数
二
二
二
人

(
二
六

・
二
回
)
を
力
走
し
ま
し
た
。

九
時
三
十
分
、
上
勝
町
役
場
前
を

ス
タ
ー
ト
。

一
区
か
ら
ト
ッ
プ
に
た

っ
た
徳
島
県
警
が
、
二
位
の
勝
浦
郡

陸
協
に

一
秒
差
で
坂
本
久
保
の
内
ヘun  

~ 
jョ・=-=-

-・『 一ー司.
IUI、、
 

Jls 

・~・ I・・ L_

-.-J‘・E

~司E

ム 

炉、・J

¥J 

※

〈
一
般
・
高
校
の
部
〉

l

一
位 

勝
浦
郡
陸
協
チ 
l

1
時
間
持
分
開
秒

ll l

二
位 

勝
浦
走
友

三
位

1
上
勝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ク
ラ
ブ

〈中
学
校
の
部
〉


1
時
間
部
分
似
秒


三
位 

勝
浦
中
学
校
 

四
位 

勝
浦
中
学
校
 

五
位

1
勝
浦
中
学
校 

一
位 

1
勝
浦
中
学
校 
A

二
位 
1
高
鉾
中
学
校
チ
ー
ム

雇用促進事業団の

財形教育融資のご案内

雇用促進事業団では，年聞を通じ

て財形貯蓄を行っている勤労者に対

し，本人または家族が，高校・短大・

大学や専門学校等に進学する際の進

学資金，在学中の修学資金の公的融

資を行な っています。� 

財形教育融資についての問ぃ合

わせ・リーフレットと申込用紙の

ご請求は

徳島雇用促進センター

〒770徳島市八百屋町� 2-11 

ニッセイ徳島ピル� 7階

宮� 0886-54-3311 

D E C

七
区

八
区

1
押

栗

義

衛 

ム 

二
区 

lll

チ 
l

チ 

A
)

A
)

A
)

A
)

ll

六
区

七
区

八
区 

チ 

C
)

ム

五
区

1
藤

木

浩

史 

(勝
中 

チ
ー
ム

前

回

郁

美 

(勝
中 

ム

吉

田

裕

章 

(勝
中

市

原

誠

(

勝

中 
(勝
中 

〈招
待
参
加
〉

徳
島
県
警
チ
ー
ム 

〈敢
闘
賞
〉

1
時
間
泊
分
認
秒

C A

内

谷

安

宏
(勝
中 

吉

野

弘

記
(勝
中 

)
箭

真

理 

)

森
野
祐

一
郎
(勝
中 

〈区
間
賞
一
般
・
高
校
の
部
〉

滝

豊

水 

(勝
中
D
)

(高
鉾
中 
)

lll

(郡
陸
)

柳

田

敏

文

(

郡

陸
)

岸

貴

恵 

(郡
陸
)

四
区

1
市

原

賦

之 

(郡
陸
)

一
区 

E

北
本
な
な
江
(勝
中 

)
岸

由

香 

古
田

一
樹
(高
鉾
中
)

押

栗

佑

香
(郡

陸 
)

西

口

智

也

(上
勝
ジ
)

古

田

祐

樹
(上
勝
ジ
)

二
区 

三
区 

回

MUS04
テキストボックス
第38回　勝浦駅伝大会
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お知 らせ

ぺ 

宮

(二
|
四
六
五
二
)

(3

戸、¥.の
で
す
。

月;
食日� !
実(刈� !
施か�  |

ら� 4

ーシルバーぇ材センター
会員募集

4
除
草
作
業
中
の
会
員

平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
勝
浦
町

小
規
模
シ
ル
バ

ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を

設
置
し
、
運
営
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
当
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
働
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

シ
ル
バ

ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
は
、

高
齢
者
の
健
康
を
保
ち
、
生
き
が
い

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
仕
事

の
お
世
話
を
し
て
お
り
ま
す
。

町
内
に
居
住
し
、
お
お
む
ね
六
十

歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
入
会
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

) 調理員等� 

2 申込方法等

(1)履歴書(市販のもの) を役場総務課へ提出して
 

ください。
 

(2) 受付期限 10月25日� (随時受付も行ないます)

3 登録

有効期聞は� 3年間とし，臨時職員希望者名簿に登

載します。� 

4 	その他

詳しくは，役場総務課へお問い合わせください。� 

女親子清掃ボランティア脅

通学路を対象に
空き缶拾いの清掃

一町PTA連絡協議会一

九
月

一
日
間
、
町 

連
絡
協

P
T
A

議
会
主
催
の
親
子
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
〈
写
真
〉

当
日
午
前
八
時
か
ら
二
時
間
、
町

内
の
小
・
中

・
高
各
学
校
の 
P
T
A

会
員
と
児
童
生
徒
が
多
数
参
加
し
、

各
学
校
の
通
学
路
の
空
き
缶
、
ゴ
ミ

拾
い
を
行
な
い
各
学
校
単
位
で
ア
ル
ミ
、

ス
チ
ー
ル

、
ビ

ン
に
分
類
後
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
運
び
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
活
動
は
、
町
内
美
化
保

全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
親
子

が
社
会
生
活
環
境
の
美
化
と
す
ば
ら

し
い
自
然
の
中
に
生
き
る
大
切
さ
を

自
覚
し
、
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
の

た
め
に 

が
主
催
し
て
い
る
も

P
T
A

学
校
給
食
再
開
の
お
知
ら
せ


九
月
の
給
食
休
止
期
間
中
に
は
、
ご
家
庭
の
保
護

者
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
お
子
様
の
昼
食
持
参
と
食
中
毒
防
止
に
多
大
の

ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

改
築
工
業
も
順
調
に
進
み
、
浄
化
槽
の
埋
設
や
改
築

の
基
礎
工
事
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
予
定
ど

お
り
十
月
一
日
か
ら
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
給
食
業

務
を
再
開
い
た
し
ま
す
。

学
校
給
食
で
は
、
今
後
と
も
食
中
毒
防
止
に
万
全

を
期
す
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

h
F

建
設
中
の
給
食
セ
ン
タ
ー

勝浦町役場臨時職員募集


勝浦町では， 一時的に臨時職員を必要とする場合に

対応するため，次により募集します。

1 	募集する職種

(1) 事務職員� 

(2) 技術職員� (看護婦・保母等) 

国
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磁老町民のつどい
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O

旬、』〆

へ---

式
典
で
は
、

一 

歳
以
上
長
寿

O
O

者
の
県
知
事
祝
い
状
の
授
与
、
功
労

者
の
方
々
の
表
彰
、
祝
い
状
の
授
与
、

小
中
学
校
児
童
生
徒
に
よ
る
作
文
朗

読
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
午
後
か
ら
は
、

勝
浦
座
の
人
形
浄
瑠
璃
や
女
性
会
、

老
人
会
に
よ
る
芸
能
大
会
で
楽
し
ん

町
で
は
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
招
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
き
た
永
年
の
ご

苦
労
に
感
謝
し
、
ご
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、

勝
浦
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
第
二
十
七
回
目

の
敬
老
町
民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
該
当
者
は
一
千
二
百
四
十
九
人
で
、
約

七
百
人
の
方
が
元
気
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
早
朝
か
ら
女
性
会
の
方
々
が
畳
食
弁
当

作
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
式
典
前
の
プ
ロ
ロ
ー

グ
で
は
横
瀬
保
育
所
児
童
に
よ
る
か
わ
い
い
元
気

な
歌
や
踊
り
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま 

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

表
彰
、
祝
い
状
等
を
受
け
ら
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

1
u
bに
。

.
一
O
O歳
到
達
者

・
一
O
O歳
以
上
長
寿
者

内
閣
総
理
大
臣
祝
い
状

谷

上

ツ

ヤ

ノ

(

生

名 

)

明
治
二
十
九
年
六
月
二
十
五
日
生

貴
県
知
事
祝
い
状

女
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
者
表
彰
者

一
歳 
)

.
団
体
表
彰
の
部

-
個
人
表
彰
の
部

中

野

吉

美 
(沼
江
石
原
老
人
ク
ラ
ブ 
)

橋

本

嘉

子 
(横
瀬
第

一
老
人
ク
ラ
ブ 
)

女
八
十
歳
到
達
夫
婦

別
表
参
照

女
米
寿 

(八
十
八
歳
)
到
達
者

横
瀬
中
川
勝
次
ほ
か
十
六
名

女
喜
寿 

(七
十
七
歳
)
到
達
者

星

谷

伊

丹

一

ほ

か

五

十

四

名

米
寿
、
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々

に
は
、
知
事
又
は
町
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

(
以
上
敬
称
略
)

心
温
ま
る
敬
老
作
文
の
朗
読

敬
老
の
日
に
寄
せ
て
、
小
学
校
、

中
学
校
を
代
表
し
て
お
二
人
の
心
温

ま
る
作
文
の
朗
読
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

(敬
称
略
)

横
瀬
小
学
校
六
年
加
藤
真
利

「
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
く
ら
せ

る
日
本
に
」

勝
浦
中
学
校
三
年
谷
内
里
衣

「
敬
老
の
日
に

つ
い
て
思
う
こ
と
」

椎

平

磯

太

郎

(

坂

本

)(一 

明
治
二
十
七
年
九
月
二
十
七
日
生 

今
山
老
人
ク
ラ
ブ

80歳到達夫婦祝い状贈呈者

(平成 8年� 9月1日現在)

地 区 氏 名 生年月日 年齢� 

石原
~ 芳雄

コムメ

明治45年� 5月20日� 

大正� 5年� 2月� 5日� 

84歳

80歳

沼江
中喜久市

小夜子

明治45年� 1月� 5日� 

大正� 5年� 3月15日� 

84歳

80歳

山西
芳房

青木タしミ、 エ
大正� 2年10月20日� 

大正� 4年� 4月30日� 

82歳

81歳

星 谷 宮本冗貞一 男十→ 

大正� 5年� 5月� 8日� 

大正� 5年� 3月20日� 

80歳

80歳

久国
俊一

市原千代野

明治43年� 7月10日� 

大正� 5年� 8月� 3日� 

86歳

80歳

与川内
圃

香川智枝
明治43年� 7月� 3日� 

大正� 5年� 6月20日� 

86歳

80歳

与川内 肥田正夫
勝江

大正� 4年12月25日� 

大正� 4年10月� 1日� 

80歳

80議

固� 
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第，.."17回近畿青年洋上大学

に参加して� :(iEz fZ二警f
件ら 「 涙 し 族もあ前 く現他十、人洋年れ�  

惨故トま時めさ の る を人の明ム人、 大そ

f、、ー

め時船い共勢 近勧思にめをもの安よ

早ふ置;童三2手Z

2努露五富合言主主
名)zi
Z22222陸
 

ホ 

ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
た
。

l

…川
'"川崎川山HIlIUI州lll!制川UllllU

事宮エらのとれだこた年で続線でれいがののちで あしか 目達参出置達近学れ
のや ン な 人 命ずろの中前あくがはた っ そは目ば見生 っ てめ最�  Tと加修をと畿 で が

/戸ヘ、舞八 ぺ か達が う景 国に つ広果な中たび、にんるまた首は初 の者で訪洋 二 あ
台年ラ つ のけ お か 色 も 祖 た 大 て く国近え高映最中れ 。都天に与交 と あ問上 府る第
と前�  lた想で因 。も 、父 。なし、の代立層 つ初国て 北津上， 、流、りす生七。十

」 。い中 の 明 同 今 が 六 大 な 地風化つビたに 。初 京、昨いを下、る活県 七

つ天で を固た日じ私見十地く平景さとルも私いめ でそ tえ深船乗とを総 回


前座長� 故倉橋春一氏

追善公演

*10月 6日(日) 午前10時~ 

貴勝浦町農村環境改善センター


現
在
、
大
学
四
年
生
で
あ
る
私
に

と

っ
て
そ
ろ
そ
ろ
卒
論
研
究
に
頭
を

悩
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
と

な

っ
た
。
以
前
よ
り
、
驚
異
的
な
躍

進
を
見
せ
る
ア
ジ
ア
の
経
済
に
は
大

変
興
味
が
あ
り
、
な
か
で
も
、
世
界

第
三
住
と
い
わ
れ
る
広
大
な
土
地
と

十
二
億
人
を
超
え
る
人
口
を
誇
る
中

国
は
、

地
理
的
・
歴
史
的
な
意
味
に
お

た
天
安
門
広
場
、
そ
し
て
万
里
の
長

城
を
参
観
し
、

二
度
目
の
下
船
先
上

海
で
は
、
列
車
に
て
杭
州

・
蘇
州
・

無
錫

・
鎮
江
へ
と
向
か
い
、
各
地
で

簡
単
な
挨
拶
や
単
語
程
度
の
語
学

川

力
し
か
な
い
私
達
が
、
歴
史
的
背
景

明

や
文
化
環
境
の
異
な
る
現
地
の
人
達

川

と
心
か
ら
理
解
し
合
え
る
の
で
あ
ろ

川

う
か
。
そ
ん
な
不
安
を
よ
そ
に
、
私

川

達
は
予
想
し
て
い
た
以
上
の
感
動
を

一前

得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

様
々
な
こ
と
を
体
験
し
、
感
動
し

た
こ
の
夏
の
思
い
出
は
私
に
と

っ
て

か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
あ
る
。

最
後
に
、
快
く
送
り
出
し
て
く
れ

た
家
族
や
友
人
、
そ
し
て
お
世
話
に

平
成
七
年
三
月
に
亡
く
な

っ
た
前 

…
勝
浦
座
長
倉
橋
春
一
氏
が
愛
し
て
や

な

っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
重
な
体
験
を
無
駄
に
す
る
こ
と

な
く
、
中
身
の
あ
る
卒
論
を
書
き
上

げ
た
い
と
願
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。 

-

後

援

勝
浦
町
教
育
委
員
会
・
勝
浦
町
文

化
協
会
・徳
島
新
聞
社
・四
国
放
送

ま
な
か

っ
た
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
を
、 

勝
浦
町
で
公
演
し
て
故
人
を
偲
ぶ
と

徳
島
放
送
局

U

N
H
K

川
と
も
に
、
徳
島
が
誇
る
日
本
の
古
典

-

演

題

川
芸
能
を
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら

川
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

岬

同
時
に
神
戸
の
写
真
家
佐
藤
順
子

川
さ
ん
の
勝
浦
座
と
倉
橋
春

一
氏
を
題

山
材
に
し
た
人
形
芝
居
写
真
展
を
、
会

川
場
ロ
ビ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

酬

入
場
料
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

…
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

-

主

催

勝
浦
座
・
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
振
興
会

凶り
い

ぜ

い

ゐ

わ
の

生
る

と

じ

命
ん
れ
い
う
た

傾
城
阿
波
鳴
門
順
礼
歌
の
段
ほ
か

っ
ぽ 

た
じ
ふ

rd
ぐ
ん

き

〈
ま

が

い

じ

人

や

一
の
谷
撒
軍
記
熊
谷
陣
屋
の
段

め
い
ぽ
〈
ぜ
ん
だ
い
は

M3 

2
5

か

8
・
今
ぎ

伽
羅
先
代
萩
政
岡
忠
義
の
段

b

・
出
演
座

木
沢
村
芸
能
振
興
会

勝
浦
高
校
民
芸
部

勝
浦
高
校
民
芸
部
卒
業
生

神
山
町
寄
井
座

勝
浦
座

い
て
も
い
ち
ば
ん
関
心
の
あ
る
国
で

あ

っ
た
:
:
・
:
:
な
ど
と
そ
れ
ら
し
い

こ
と
を
言

っ
て
は
み
る
も
の
の
、

一

度
も
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
国
で
あ
る
。

隣
国
と
い
え
ど
も
、
急
テ
ン
ポ
で
成

長
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
中
国
を
な
か

な
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
。

そ
ん
な
折
、
大
学
の
友
人
か
ら
実

際
に
中
国
を
肌
で
感
じ
て
く
れ
ば
と

(生白草千鶴

か
れ
い

げ 

さ
わ

い
ち

う
ち

壷
坂
霊
験
記
沢
市
内
の
段
ほ
か

S

A

奮

し 

，うっ
し
あ
き
が
ゐ
ぱ
必
し 

ど

や

生
写
朝
顔
話
宿
屋
の
段

A
A

hv

回

MUS04
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L 

月 火� 7}( 木 金|�  

10月� 
24 25 

28 29 30 31 

l 

5 6 7 8 
11月� 

11 12 13 14 15 

18 19 20 21 22 

⑥
⑧

当~

，......喝電Eこ.

ヨ~

町、~

I 

講

材

込

つ
づ
ら
折
り
吾
が
人
生
の
遠
き
道

中

山

谷

尻

笑

山

鴬
の
声
畑
を
打
つ
手
を
休
め

棚

野

北

島

ア

サ

ノ

※

一
句
鑑
賞

・
欲
捨
て
た
時
か
ら
素
顔
美
し
い

錦

内

常

一

(
評
)
年
を
重
ね
る
ほ
ど
欲
深
く
な

る
と
言
わ
れ
る
が
、
逆
に
欲
を
捨
て

る
老
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の

棚

野

殿

川

早

苗

女性技術講習会開催

-講習科目	 パソコン実務(第2回)

・講習期間	 平成 8 年10月 24 日 ~11 月 22 日の聞に21 日間

・ 講習日

日程に若干の変更があります。一
但し，

-講習時間 午前� 9時30分~午後� 3時30分

・受講資格	 就業を希望する女性

・開催場所	 鳴門地域職業訓練センター

鳴門市撫養町木津字西小沖635-1 

20 名

無料

テキスト代

徳島県女性職業センター

徳島市中昭和町 1丁目� 2(総合福祉センター 1F) 

告� 0886-54-0121

平成 8 年 10月 14 日 ~10月 16 日

-

川

柳
「灰」

灰
皿
を
持
っ
て
亭
主
は
隅
に
逃
げ

棚

野

島

っ

と

む

灰
を
吹
き
芋
踊
ら
せ
て
子
等
に
分
け

立

川

岩

本

よ

し

お

灰
色
の
か
か
る
ニ
ュ
ー
ス
の
多
い
こ

と

沼

江

梅

山

み

ず

ほ

灰
色
の
空
が
わ
た
し
の
味
方
で
す

棚

野

田

中

思

葦

灰
に
し
て
未
練
も
た
つ
た
五
月
晴

横

瀬

桜

木

千

代

灰
に
し
た
は
ず
の
昔
が
つ
い
て
く
る

中

山

倉

橋

加

辻

青
春
の
思
い
出
灰
に
し
て
嫁
ぐ

横

瀬

日

下

美

里

灰
に
な
る
ま
で
花
を
咲
か
せ
る
種
を

蒔

く

棚

野

竹

田

あ

ゆ

み

「
塗
る
」

大
胆
に
子
が
塗
っ
て
ゆ
く
空
と
海

中

山

山

下

ふ

さ

を

保
育
園
母
さ
ん
描
い
て
塗
っ
て
い
る

横

瀬

錦

内

常

一

塗
り
替
え
の
出
来
な
い
過
去
に
苦
労

す

る

久

国

美

馬

真

由

マ
ニ
キ
ュ
ア
の
な
い
母
さ
ん
と
手
を

つ

な

ぐ

横

瀬

中

田

万

里

そ
の
時
の
都
合
で
主
義
を
塗
り
替
え

る

生

名

丸

山

香

月

「友」

奥
方
の
知
ら
ぬ
内
緒
を
語
る
友

横

瀬

呑

口

精

一
郎

他
人
で
も
熱
い
涙
を
く
れ
る
友

沼

江

駒

津

こ

つ

ゆ

父
の
樹
を
お
り
ろ
下
り
ろ
と
友
が
言

う

横

瀬

谷

酔

参

老
友
も
碁
石
握
れ
ば
憎
き
敵

棚

野

内

谷

凡

石

友
の
死
を
悲
し
む
姑
の
背
が
丸
い

立
川

前

田

千

恵

「
雑
詠
」

電
話
口
声
が
に
わ
か
に
小
さ
く
な
り

久

国

小

林

つ

る

お

逃
げ
道
を
残
し
て
話
の
輪
に
入
る

棚

野

穏

台

綾

孫
の
仕
草
思
い
出
す
た
び
頬
ゆ
る
む

人
々
の
顔
は
す
ば
ら
し
く
円
満
そ
の

も
の
で
す
。
年
を
と
る
と
い
う
こ
と

が
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
は
想
像

も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

(院
潮
)

-
次
回
作
品
募
集

十
月
五
日
締
切
り
俳
句
一
人
二
句

あ

て

先

生

名

丸

山

香

月

十

一
月
五
日
締
切
り
短
歌
一
人
一
首

あ

て

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

森
林
組
合
か
ら

苗
木
の
申
込
み
受
付

来
春
、
山
林
へ
植
え
る
杉
、
ひ
の

き
、
ク
ヌ
ギ
等
の
苗
木
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

植
林
予
定
地
が
、
台
帳

・
現
況
と

も
山
林
の
場
合
、
ま
た
、
農
地
で
農

業
委
員
会
発
行
の
農
地
転
用
許
可
証

の
あ
る
場
合
は
、
造
林
補
助
金
を
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
森
林
組
合
ヘ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

員

料

費

先

定

受

教

申

�

 

・その他 	 詳しくは，徳島県女性職業センターに問い合わ

せください。

困

-申込期間
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10月1日は「法の日」
 
10月� 1日は� i法の日」です。「法まもる心が築くよい社

会」という標語のとおり，この日は，国を挙げて法の尊重，

基本的人権の擁護，社会干如芋の確立の精神を高めるための

日と定められ，更にこの趣旨の徹底を図るため.� 10月1日

からの� 1週間を「法の日」週間として全国各地で種々な行

事が行なわれます。徳島においても.裁判所，検察庁.弁護

士会が合同で次の行事を実施しますので，お気軽にご利用

ください。

各 種 行 事

(1) 無料法律相談所の開設

①日 時平成�  8年10月4日(到午前10時~午後� 3時

場 所徳島市徳島町一丁目� 5番地

徳島地方(家庭)裁判所� ft0884--52--3141 

相談内容 交通事故，公害，金銭貸借，借地，借家，家事，

登記，戸籍，人権など法律上の問題全般

②日 時 平成� 8年10月9日(水) 午前� 10時~午後� 3時

川島町川島東公民館て

戸¥

田中
パ

O

麻植郡川島町大字桑村� 860番地

雷� 0883--25--2180

相談内容 交通事故，公害，金銭貸借，借地，借家，家事
橋

など法律上の問題全般

嗣 講師の派遣

各種の団体から講話等希望があれば.講師を派遣しま

す。� 

(3) 裁判所の見学，裁判の傍聴

いつでもお気軽にお出でください。

団体の場合は，あらかじめご連絡ください。

「道路防災総点検」を

全国一斉に実施します
道路の安全性に関する「道路防災総点検」

を平成� 8年� 9月末から平成� 9年� 3月までの問

実施しますのでお知らせします。

道路防災総点検は，道路の防災対策(落石

対策等)及び震災対策のための基礎資料を得

ることを目的として全国一斉に実施するもの

であり，前回は平成� 2-3年に点検しました。

今回の点検は，前回点検からほぼ� 5年が経

過していることもあり ，県管理道路について，

平成� 8年度及び� 9年度の� 2か年に分けて実施

するものです。

道路の法面等の調査のため，徳島県の委託

した調査員が山林等に立ち入る場合もあろう

かと思われますが，ご↑品力をよろしくお[頗い

します。

・問い合わせ先

徳島県徳島土木事務所補修係 板東

宮� 0886--53--8811 (内線1272)

行
政
相
談
週
間
に
あ
た

ザコ


徳
島
行
政
監
察
事
務
所
行
政
相
談
委
員

相
談
所
で
は
、
現
在
、
「
さ
わ
や
か

行
政
サ
ー
ビ
ス
運
動
」
が
全
国
的
に

展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す
る
相

談
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
受
け
付
け

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一両
参
加
予
定
機
関

行
政
相
談
委
員
、
人
権
擁
護
委
員

主
な
相
談
内
容

道
路 

(道
路
標
識
の
見
直
し
、
凹

凸
の
解
消
)
、
輸
送
機
関 

(乗
り
継
ぎ

時
間
の
調
整
、
時
刻
表
等
の
表
示
)
、

病
院
(
食
事
時
間
の
改
善
、
待
ち
時

間
の
表
示
)、
申
請
窓
口
の
応
対
、
登

記
、
農
林
水
産
、
商
工
、
福
祉
、
年

金
、
社
会
教
育
、
郵
便
な
ど
。

全
国
一
斉
無
料
法
律
相
談

十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
聞

に
登
記
や
供
託
の
手
続
き
、
訴
訟

書
類
の
作
成
な
ど
に
つ
い
て
、
無

料
法
律
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

-
日
時

・
場
所

平
成
八
年
十
月
一
日

ー
七
日

午
前
十
時
1
午
後 

時

各
司
法
書
士
事
務
所

※
開
設
場
所
の
問
い
合
わ
せ
は

徳
島
市
南
前
川
町
四
丁
目
四

一

徳
島
県
司
法
書
士
会

E
O
八
八
六
|
二
二 
|

一
八
六
五

全
園
地
域
安
全
運
動
の
実
施

ー
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街 
1

本
年
も
、
十
月
十
一
日
幽
か
ら
十

月
二
十
日
間
ま
で
の
十
日
間
、
「
全
国

地
域
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、

『み
ん
な
で
つ
く
ろ

う
安
心
の
街
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

犯
罪
や
事
故
、
災
害
等
の
不
安
の
な

い
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
社
会
を
目
指
し
、
全
国

一
斉
に
行

な
う
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
安
全
で
住
み
よ
い

街
守つ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
皆
さ
ん
の
手
で
、
地
域
の
安

全
を
守
り
、
事
件
事
故
の
な
い
明
る

い
街
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

小

松

島

警

察

署

小
松
島
地
方
防
犯
連
合
会 

十
月
十
三
田
川
町
か
ら
十
九
日

ωま

で
の

一
週
間
は
、
「
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
庁
が
行

政
相
談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全

国

一
斉
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、

徳
島
行
政
監
察
事
務
所
と
地
元
行
政

相
談
委
員
が
主
催
し
て
、
次
の
と
お

り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

-
行
政
相
談
所

日
時

場
所

平
成
八
年
十
月
十

一
日
幽

午
前
十
時

1
午
後
三
時

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

回
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大
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

気
な
時
、
折
り
紙
な
ど
ち
っ
と
も
興
味
が
な
か
っ
た
の
に
、
病
院

に
行
く
た
び
に
母
が
伺
か
を
折
っ
て
い
ま
す
。
母
は
、
手
が
動
く

よ
う
に
な
る
た
め
に
、

い
ろ
ん
な
物
を
自
分
で
作
っ
て
訓
練
し
て

い
た
の
で
す
。
私
は
、
母
が
手
を
使
え
な
く
な
っ
て
、
初
め
て
、

自
分
の
手
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

私
は
、
母
に
電
話
を
す
る
と
、
い
つ
も
言
わ
れ
ま
す
。

「
美
保
、
手
や
足
は
、
右
と
左
に
一
本
ず
つ
し
か
な
い
ん
よ
。
そ

の
手
や
足
を
な
く
す
と
一
生
後
悔
す
る
。
だ
か
ら
、
手
や
足
、
他

の
物
で
も
い
っ
し
ょ
。
大
切
に
せ
な
い
か
ん
よ
。
」

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
ド
キ
ッ
と
し
ま
す
。
人
を
何
気
な
く
た

た
い
た
り
し
て
い
る
時
の
こ
と
を
考
え
ま
す
。
そ
の
人
に
と
っ
て

は
、

一
生
持
っ
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
、
私

は
、
傷
つ
け
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
私
は
「
も
し
・:
」
と
い
う
場
合
を
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
私
も
母
が
身
体
障
害
者
に
な
る
前
は
、
は

っ
き
り
言
っ

て
関
心
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
母
が
身
体
障
害

者
に
な
っ
て
や
っ
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。
自
分
の
身
内
に
身
体
障

害
者
が
い
る
こ
と
は
、
「
は
ず
か
し
く
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

反
対
に
母
が
、
身
体
障
害
者
に
な
っ
て
私
は
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を

教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
母
が
私
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
た
く
し
て
く
れ
ま
し

た
。
今
度
は
、
私
が
母
の
変
わ
り
に
な
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
た

く
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
へ
行
っ
た
時
、

「
は
ず
か
し
い
。
」

と
、
思
っ
た
自
分
が
今
思
う
と
情
け
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
私
の
母
の
こ
と
を
偏
見
の
目
で
見
ま
す
か
?
私
は
、

み
な
さ
ん
に
、
偏
見
の
目
で
見
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

に
は
、
自
分
を
相
手
の
立
場
に
置
き
換
え
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。

町
で
、
身
体
障
害
者
の
人
た
ち
を
見
て
、
後
ろ
指
を
指
し
た
り

笑
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
、
人
を
傷
つ
け
な
い
、

一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

(
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
か
ら
) 

私
の
母
は
、
身
体
障
害
者
で
す
。
二
年
前
に
脳
内
出
血
で
倒
れ

て
手
足
が
、
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
歩
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
い
つ
も
、
車
い
す
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
今
は
、

一
生
懸

命
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
、
や
っ
と
手
が
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
と
。

私
が
人
権
発
表
会
の
代
表
に
な
る
前
に
、
母
か
ら
電
話
が
あ
り

国
民
的
課
題
で
あ
る
同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
母
に
聞
き
ま
し
た
。

県
下
の
小
・
中

・
高
の
生
徒
を
対
象
に
同
和
問
題
啓
発

「
人
権
作
文
で
、
お
母
さ
ん
の
こ
と
書
い
て
い
い
?
も
し
、
そ
れ
に
、

標
語
ポ
ス
タ
ー
が
募
集
さ
れ
、
小
学
校
上
学
年
の
部
に

代
表
で
選
ば
れ
た
ら
、
読
ん
で
も
え
え
?
」

お
い
て
、
杉
本
紗
世
さ
ん
(
坂
小
六
年
)
が
最
優
秀
賞

す
る
と
母
は
、

「
別
に
え
え
よ
。
世
の
中
に
お
母
さ
ん
み
た
い
な
人
が
い
る
の
を

こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
は
、
同
和
問
題
啓
発
推
進
強

み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
な
さ
い
。
」

調
月
間
に
あ
た
り
、
徳
島
県
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
及

と
、
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私
は
、
み
ん
な
の
前
で
読

び
徳
島
県
同
和
対
策
推
進
会
の
主
催
で
行
な
わ
れ
た
も
の

も
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

で
、
併
せ
て
同
和
問
題
意
見
発
表
、
作
詩
、
作
曲
発
表

母
は
、
病
院
で
と
き
ど
き
、
歩
く
の
を
あ
き
ら
め
よ
う
と
し
た

時
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
、
私
た
ち
子
供
の
た
め
に

一

生
懸
命
、
努
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

た
ま
に
、
病
院
の
近
く
の
ス

ー
パ
ー
へ
、

い
っ
し
ょ
に
買
い
物

に
行
き
ま
す
。
私
が
、
ま
だ
小
学
生
の
こ
ろ
、
人
の
視
線
が
い
や

で
し
た
。
私
は
母
に
、

「
周
り
の
人
が
見
て
る
よ
。
」


と
、
は
ず
か
し
が
っ
て
言
う
と
、
母
は
、


「
な
に
も
、
は
ず
か
し
い
こ
と
は
な
い
ん
よ
。
お
母
さ
ん
は
、
な


ん
に
も
悪
い
こ
と
を
し
て
な
い
ん
や
け
ん
な
。
」


と
、
力
強
く
言
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
か
ら
、
は
ず
か


し
が
ら
ず
に
母
と
い
っ
し
ょ
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ス
ー


パ
ー
へ
行
く
回
数
も
多
く
な
り
ま
し
た
。


私
は
あ
る
日
、
び
っ
く
り
し
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
母
は
、
元

同和問題啓発

標語ポスター

最優秀賞に

杉本紗世さん  
(坂本小学校 6年)

回 
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八
月
二
十
日
か
ら
八
月
三
十
日
ま

• 

-m日
・
白
日

閉

16日-

読書の秋・芸術の秋を迎え開館以来芸術文化

のさきがけとして開催されてきた勝浦町美術協

会の「勝美展」も今年で� 6回目となります。

例年，新居，神原，丸関，小川各氏等の力作で

人々の目を楽しませてくれましたが，今回も姉妹

都市のご縁で和歌山那智勝浦町弁天会の共催を

得て一段と充実した展示会を開くことができそ

うです。会期も� 2週間と十分日数がございます

ので一度ならず二度三度とご観賞ください。

皐 月ケ谷温泉への道

上勝町日浦�  

2
日 

-
日
・
初
日

日

・
紅
白 

-第 6回勝美展出品者ご芳名

(以下敬称略)

丸関朋子 神原 忍 新居 晋

小川淳一郎 小川一江 岡本 光吉

竹田和代 里子村しげよ 敏鎌厚一

斎藤 勲 山西真代 吉岡 謙次

古川敏広

和歌山県那智勝浦町弁天画会一同

行
事
と
休
館
日

第
六
回
勝
美
展

2
日
か
ら
日
日

2
階
視
聴
覚
室

日
曜
こ
ど
も
映
画
会

初
日
・
幻
日

午
後
2
時
か
ら

3
時
く
ら
い
ま
で

内
容
は
お
た
の
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日 

休
館
日

7
日 

で
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
で
開
催
さ

れ
た
受
賞
作
者
展
示
会
は
、
多
数
の

方
の
ご
協
力
に
よ
り
誠
に
充
実
し
た

展
示
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

短
詩
形
文
芸
作
品
で
は

・
俳
句
部
門

昭
和
四
十
九
年
宮
中
第

一
席

生
き
る
声
さ
わ
や
か

父
と
な
る
あ
し
た

木

下

紅

葉

を
始
め
と
し
て
七
名
、

二
十
四
首

が
出
品

・
川
柳
部
門	

」

昭
和
五
十
八
年
県
芸
術
祭

最
優
秀
賞

明
日
が
あ
る
も
う
振
り
向
か
ぬ

竹
田
あ
ゆ
み 

の
他
、
駒
津
こ
っ
ゅ
、
丸
山
香
月

な
ど
七
名
十
九
点
が
出
品

-
短
歌
部
門

第
十
三
回
全
国
短
歌
大
会
朝
日
新

聞
社
秀
作
賞

い
の
ち
在
る
も
の
の
は
か
な
さ

干
潟
釆
て
乾
き
て
白
し
貝
殻
拾

う

篠

塚

フ

ジ
エ

中
田
ヤ
ス
エ
、
山
下
房
雄
、
堀
梅

子
、
稼
勢
一
男
な
ど
十
五
名
、

二
十

一
首
の
生
活
派
の
歌
を
中
心
と
し
て

人
生
の

一
面
を
ほ
う
ふ
つ
と
浮
べ
た

歌
や
閑
寂
、
幽
遠
に
し
て
格
調
高
い

歌
な
ど
感
慨
深
い
も
の
が
多
い
。

-
写
真
部
門

平
成
七
年
度
県
美
術
展
特
選

「

夏

」

宮

本

幸

治

の
他
、
中
村
喜
代
治
「
秋
の
稜
線
」

山
畑
富
志
広
「
ヤ
マ
セ
ミ
」

三
部
作

向
井
正
、
谷
田
弘
一
な
ど
二
十
五
点

が
出
品

-
洋
画
部
門

』

一
九
九
四
年
近
代
美
術
展
出
品

「
阿
波
踊
り
」
小
川
一
江

第
五
回
全
国
青
年
大
会
入
選

「

風

景

」

神

原

忍

の
他
、
丸
関
朋
子
、
小
川
淳

一
郎

な
ど
勝
浦
美
術
協
会
で
活
躍
中
の
方

々
が
出
品

-
書
道
部
門

平
成
五
年
度
県
美
術
展
入
選

「
式
子
内
親
王
の
歌
」

節
目
品
子
の
一「
点
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
他
、
昭
和
六
十
年
県
芸
術
祭

現
代
詩
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
た
稼
勢

一
男
さ
ん
の
「
親
と
子
」

は
、
親
子
の
現
代
世
想
を
と
ら
え
た
秀

作
で
、
子
を
想
う
親
の
心
を
そ
こ
は

か
と
な
く
詠
ん
だ
詩
で
あ
り
若
者
に

是
非
読
ん
で
ほ
し
い
歌
と
思
い
ま
し

た
。今

回
の
催
し
で
は
、
十
分
周
知
徹

底
で
き
な
か

っ
た
た
め
出
品
者
が
限

ら
れ
た
感
が
あ
り
、
出
品
も
自
分
の

作
品
を
過
少
評
価
さ
れ
遠
慮
し
て
出

品
を
控
え
ら
れ
た
方
も
あ
っ
た
の
で

は
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
そ
の
道

の
達
人
が
そ
の
功
績
を
認
め
た
作
品

で
す
。
胸
を
張
っ
て
堂
々
と
ご
出
品

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

ま
だ
知
ら
ぬ
高
度
な
勝
浦
町
文
芸

を

一
堂
に
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
、

出
品
者
の
方
々
に
深
甚
の
謝
意
を
贈

る
と
共
に
今
後

一
層
の
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

車
椅
子
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f捨てるゴミでも生かせ[s資源，

10月あき缶回収日程表

土暴 所

第

沼江 
  Z7百 江 集 iZL 所

"'-

11

ク

同IJ 111 集 

さ面き

イシ

ク 農 R、 也l日 協 ifF I

'小 

イシ

ィシ

十
月
一
日
は
「
浄
化
槽
」
の
日
で

す
。こ

の
日
は
、
浄
化
槽
に
関
す
る
諸

制
度
を
整
備
し
た
「
浄
化
槽
法
」 

(昭

和
五
十
八
年
五
月
十
八
日
公
布
法
律 

犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
グ


犬
が
生
ま
れ
飼
え
な
く
な

っ
た
場

回収日 地区

石原 桜 建 又凡 事 手先 所

掛谷 掛 集 ~ 所 前

曜

月

J A生樹比試奈験支場所上保り冷口庫)前山西  (果
日 農 キす 婦 人 の 家

{7日)
中角

馬越ゴミフェ ン ス横

第 今山 今山橋北詰ゴミフェ ンス横

黒岩 運 動場入口(小屋の横)

曜
月

川口幸ー さん宅の貯蔵庫前星谷
日

三ロ士 横中 山 所口防?由(14日)

生名 東 林 庵第

島豆腐 屋 さ ん前一
久国 久 国 集 ~ 所 裏

曜

月

河 1敷ゲートボール場横

日

棚里子
。 パチンコ庖前道路南側  

(21日) 大 井 堰 碑 の 前

横 瀬 Azz、 所

第 。 J A 本 所

。四 広瀬清 さ ん宅東

小 倉新 平 さ ん 宅 前 三 叉路月


曜


J A 与川内出張所  

(28日)

日 与川内  

坂本  J A 坂本事業所横

消 防 三ロ士ロ 戸庁 横イシ

川を・海を・地球を守る
合併処理浄化槽

第
四
三
号 
)
が
、
昭
和
六
十
年
十
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、

昭
和
六
十
二
年
に
厚
生
省
、
建
設
省
、	

月
は
犬
害
防
止
月
間
で
す
。

環
境
庁
の
三
省
庁
の
主
唱
に
よ
り
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

浄
化
槽
法
の
周
知
徹
底
と
、
よ
り

良
い
浄
化
槽
、
特
に
水
質
汚
濁
の
原

因
で
あ
る
生
活
雑
排
水
を
併
せ
て
処

理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。今

年
の
「
浄
化
槽
の
日
」
を
出
発

点
と
し
て
、
生
活
雑
排
水
の
処
理
を

行
な
わ
な
い
単
独
処
理
浄
化
槽
の
廃
止

に
向
け
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整

備
促
進
が

一
層
図
ら
れ
る
よ
う
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

m

。 

と

。

、
。 

。 

不用水の引き取り日

回

つ
か
れ
た
り
、
放
し
飼
い
が
原
因
に

よ
る
交
通
事
故
等
の
被
害
も
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
飼
い
主
が
気
を
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
犬
に
よ
る
被
害
は

未
然
に
防
止
で
き
ま
す
。
次
の
点
を

必
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

①
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
う
こ
と

②	

散
歩
は
つ
な
い
で
行
い
、
フ

ン

の
後
始
末
等
、
マ
ナ
ー
を
守
る
こ

③
犬
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

飼
犬
が
不
要
と
な

っ
た
場
合
や
、
小

犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た
り
、
か
み

あき缶を出すときは， 次のことに注意してくだ

さい。

⑨必ず指定された日に，指定された袋で出してく

ださい。

⑨ピンゃから つなど.缶以外の物は入れないでく

ださい。

役
場
環
境
衛
生
課

合
は
、
第

一
水
曜
日

・
第
三
水
曜

日
に
小
松
島
保
健
所
に
送
り
ま
す

の
で
、
環
境
衛
生
課
ま
で
持

っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。 

④	

野
犬
が
住
み

つ
い
た
り
、
小
犬

を
生
ん
で
い
る
場
所
を
ご
存
知
の

方
は

お
手
数
で
す
が
ご
連
絡
く

だ
さ
い

⑤	

捕
獲
器
の
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
し
て
い
た
だ
き
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い

-
問
い
合
わ
せ
先

⑨缶の中の水分や異物は取り除いてください。 宜ヨE

⑨あき缶には，スチール・アルミの表示がありま

す。分別するときに確認してください。 五

交通事故相談日
 
日 時 10月25日樹 午前10時から午後  4時まで

(受付時間午後  3時まで)

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6 

ft08853-2-2030 

相談員 相田伸夫

問い合わせ 交通事故相談所

徳島県庁  1階 宮0886-21-3200

※お気軽にご相談ください。

犬の放し飼いは

やめましょう。 

10月2日(樹 
10月16日(水)

MUS04
テキストボックス
捨てるゴミでも生かせば資源　10月あき缶回収日程表　10月1日は浄化槽の日　川を　海を　守る合併処理浄化槽
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業 者 名

アサヒ管工事

井出金物百貨

(有)片山建設

所 在� tm 
勝浦町生名� 

目券浦町横j頼� 

日券j甫IIIT桜Ii頼;� 

電話番号

08854-2-2601 
08854-2-2032 

08854-2-3856 
勝水工業�  (有� ) 勝浦町生名� 08854-2-3019 
椎平建設有限会社

野上建設株式会社

藤田設備工業

(有)山川設備工業

111 田� E安 自滞

片山設備工業

サニー工業(有)

勝浦町棚野� 

勝浦町棚野� 

勝浦町横瀬� 

勝浦町星谷� 

小松島市日開野町� 

羽ノ浦町宮倉� 

徳島市大原町� 

08854-2-4525 
08854-2-2353 

08854-2-3898 
08854-2-3093 
08853-3-0921 
0884-44-5557 
0886-63-2332 

庄野 水道 工事底 小松島市前原町� 08853-2-1943 

多田鉄工所

徳島通信建設(有)

上勝町生実� 

徳島市富田橋� 

08854-6-0827 
0886-53-0295 

(有)浜口設備工業 徳島市川内町�  0886-65-2540 

L附 丸 木 屋

森永ハウ ジン グ

山 本 言受 前瀦

ユアサ設備工業(有)

徳島市佐古町� 

徳島市丈六町� 

徳島市丈六町� 

小松島市横須町� 

0886-53-3120 
0886-45-1785 
0886-45-1332 

08853-2-0807 

;水とわたしたちのくらし その5 

シャワー，風呂，洗

濯，炊事など，一度

使った水は排水日か

ら流しf舎ででし、ます。� 

ρ 

.~~ 

O手軽にたくさん使える

、〉

油を使った

台所排水の

子どものころ魚を釣ったり.水遊びをしたりし

た経験は，誰にでもあると思います。また，川をせ

き止め，用水路をヲ|いたりして，生活に役立てでき

ました。その川の汚れが目立ちはじめています。

どうしてそうな ってしま ったのでしょう 。

川にはもともと自然浄化機能があり，汚れが少

ない場合は，その力で、水をきれいに保つことがで

きます。 しかし，私たちの出す汚水の量は，自然

浄化機能だけでは，もうきれいな水質を保つこ

とができないほど増えているからです。

農村では残り物や

野菜くずを家畜の

エサや，畑に埋め

ザ・'~:•.:::干~.' .;:: ・ 3・ 1 て肥料として{吏い
ました。

平成4年

約200リットル

日の水使用 量

昔

(昭和30年以前)� 

1日 約25リットル� 

1人� 1

戸¥

-、h 
J 

こ

ま
で
。

横
瀬
地
区
の
下
水
道
の
本
管
へ
接
続
す
る
各
家
庭
の
宅

内
配
管
工
事
に
は
、
役
場

へ
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
工
事
の
施
工
は
、
勝
浦
町
排
水
設
備
工
事
指
定

業
者
が
行
な
い
ま
す
の
で
、
施
工
業
者
へ
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課 

(
宮
二
|
二
五

一

勝
浦
町
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者
一

覧
表

平
成
八
年
九
月
六
日
現
在

回

MUS04
テキストボックス
宅内配管工事の届出
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ら
い
)
者
。

V V
‘~ 

a日寺，.

~
救
急
患
者
輸
送
車
を
呼
ぶ
場
合
の
電
話
番
号
(
二
|

六
八
)
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
覚
え
て
い
た
だ

二 

傷
害
の
な
い
単
な
る
泥
酔 

(
で
い
す
い 
1
ょ
っ
ぱ

救
急
患
者
輸
送
車
の

めいエ a・E

正
し
い
利
用
法


叩
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

ー
労
働
保
険

労
働
保
険
と
は
、
雇一
用
保
険
と
労

働
く
み
ん
な
の
安
心
保
険

災
保
険
の
二
つ
の
保
険
を
総
称
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
労
働
保
険
は
安
心

し
て
働
け
る
職
場
企つ
く
り
と
安
定
し

た
事
業
経
営
の
う
え
か
ら
も
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
、
国
が
直
接
運
用

し
て
い
る
保
険
制
度
で
あ
り
、
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
は
、
必
ず
加
入
手
続
を
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
十
月
を
「
労
働
保
険
適
用

促
進
月
間
」
と
定
め
、
広
報
活
動
を

集
中
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

い
て
い
ま
す
が
、
救
急
患
者
輸
送
車
の
利
用
法
を
間
違

O O O

詳
し
く
は
、

O O

l
A
7

O

え
て
電
話
を
か
け
て
く
る
方
が
い
ま
す
。

救
急
患
者
輸
送
車
は
正
し
く
利
用
し
て
い
た
だ
か
な

い
と
、
本
当
に
必
要
な
傷
病
者
が
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
交
通
戦
争
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、
い
つ
ケ
ガ

を
し
て
救
急
患
者
輸
送
車
の
お
世
話
に
な
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
町
民
み
ん
な
の
正
し
い
利
用
で
、
救
急
患
者

輸
送
車
が
傷
病
者
を
迅
速
に
処
理
で
き
る
よ
う
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
の
は

火
災
、
地
震
、
暴
風
雨
な
ど
の
災
害
に
よ
る
傷
病


者
。
交

通
事
故
、
屋
外
や
公
衆
の
出
入
り
す
る
場
所
で


の
傷
病
者
。
 

未
手
続
事
業
主
は
、 

す
ぐ
手
続
し

ま
し
ょ
う
。
手
続
が
面
倒
で
あ
る
と

か
、
忙
し
い
事
業
主
の
た
め
に
事
務

を
代
行
す
る
「
労
働
保
険
事
務
組
合
」

も
あ
り
ま
す
。

・
徳
島
県
雇
用
保
険
課


(
宮 

八
八
六
|
一二 

|
二
三
六
O
)


徳
島
労
働
基
準
局


(
宮 

八
八
六
|
五
二
|
九

一
四

一)


及
び
、
各
ハ
ロ 

ワ
ー
ク
(
公
共

職
業
安
定
所
)
・
各
労
働
基
準
監
督
署

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

救
急
患
者
輸
送
車
を
呼
ぶ
と
き
は

電
話
が
通
じ
た
ら
、
次
の
こ
と
を
落
ち
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

付
連
絡
者
の
氏
名
と
電
話
番
号
。

同
場
所
と
目
標
物
。

A
7

融
資
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ


同
ど
の
よ
う
な
事
故
か
。

同
傷
病
者
の
氏
名
、
性
別
、
年
齢
な
ど
。

同

傷

病

者

は 

ど
ん
な
容
態
、
状
況
か
。

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
平
成
八

に
該
当
す
る
場
合
は
、
床
面
積
が

年
十
月
か
ら
、
二
十

一
世
紀
に
向

一
七
五
ば
以
下
ま
で
、
基
準
金
利

け
て
よ
り
質
の
高
い
住
宅
を
国
民

(1
一
番
低
い
金
利
の
こ
と
)
を

救
急
患
者
輸
送
車
が
到
着
す
る
ま
で
に

の
皆
様
に
建
設
し
て
い
た
だ
く
た

適
用
す
る
こ
と
に
し
、
よ
り

一
層

準
備
す
る
こ
と
は

め
、
こ
れ
ま
で
床
面
積
に
応
じ
て

政
策
誘
導
性
の
高
い
金
利
体
系
に


付
応
急
手
当
。


三
段
階
に
区
分
し
て
い
た
金
利
体

改
め
ま
す
。
 

同
か
か
り
つ
け
医
師
へ
の
連
絡
。


系
を
、
公
庫
が
推
奨
す
る
質
の
高

-
問
い
合
わ
せ
先

同
保
険
証
の
準
備
。

い
住
宅
の
い
ず
れ
か 

(①
バ
リ
ア

住
宅
金
融
公
庫
四
国
支
庖

同
症
状
に
よ
り
毛
布
や
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
の
用
意
。

タ
イ
プ
②
耐
久
性
タ
イ

広
報
相
談
課

凶
救
急
患
者
輸
送
車
を
誘
導
す
る
た
め
に
道
路
へ
出

プ
③
省
エ
ネ
以
ギ 

タ
イ
プ 
)

宮 

八
七
八
|
二
五

1
0五
一一

ヲ令
。

l

O

フ
リ 
l

大

、、

l

屋
内
に
お
い
て
生
じ
た
事
故
、
た
と
え
ば
、
ガ
ス

中
毒
、
や
け
ど
、
急
病
な
ど
で
他
に
適
当
な
運
ぶ
車

な
ど
が
な
い
場
合
の
傷
病
者
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

緊
急
に
搬
送
す
る
必
要
の
な
い
傷
病
者
。 

回

MUS04
スタンプ



何歳に怒っ抱ら...老人保健

老人保健制度は、すべてのお年寄りが安心して医療を受けられるようにつくられた制度です。

(老人保健制度の対象となる人 〉� 

70歳 (一定の障害のある人は65歳)以上の人は，す

べて老人保健で医療を受けることができます。国保だ

けでなく.他の健康保険に加入している人も同様です。

砂資格の開始

老人保健法による医療は.� 70歳の誕生日が属する月

の翌月から開始されます。

ただし.誕生日が月の初日(1日)の場合は，その

月から開始されます。

〈例〉誕生日 ・� 10月� 1日→� 10月� 1日から開始

誕生日 ・� 10月� 2日→� 11月� 1日から開始

(勝浦町の老人医療費の現状と推移〉

年度 総医療費(千円)l人当たり(千円) 受信緒(川 診療件数(件)� 

2 631.074 629 1.004 14.217 

3 682.254 653 1.045 15.202 

4 735.794 686 1.072 15.439 

5 748.142 670 1.116 16.467 

6 811.802 700 1.159 17.612 

7 858.136 715 1.201 18.353 

( お医者さんにかかるとき 〉

病気やけがをしてお医者さんにかかるときは� r保険

証」と「医療受給者証J r健康手帳」を必ず窓口に提示

してください。

窓口で支払う金額は次のとおりです。

外 来 �  

入院 �  

¥ー

1か月� 1，020円各医療機関の診療科ごとに.毎
月最初の診療日に支払います。

住民税非課税世帯で老齢福祉年

710円金受給者で勝浦町から認定を受1日� 
けた人は. 1日300円を� 2か月
だけ支払います。

.入院中の食事代の自己負担

平成� 8年10月� 1日から入院中の食事代が次のように

変わります。

老人医療受給対象者の分類�  
1日当たり
標準負担額

A 
一般の老人医療受給付象者� 

(8 . Cのいずれにも該当しない人)
760円� 

(改訂前600円)� 

低所得者世帯に

属する老人医療

(8 1 ) 
過去� l年の入院期間が90日以下

(長期非該当者) 

650円

(改訂前450円)

B 受給対象者� 
(Cに該当する

者を除く)

(8 2) 
過去 l年の入院期間が90日超

(長期該当者) 

500円� 
(改訂前300円)

300円
C 低所得者世帯に属する老齢福祉年金受給権者� 

(改訂前200円)

固

/¥ 

~、、 

J 

砂平成� 7年度勝浦町の医療費の使用状況

外来� 

入院� 1，323件� 410.482千円 以
外来� 15，319件� 343，956千円
歯科� 885件� 21.815千円
調剤� 220件� 1.933千円
その他� 606件� 79，950千円

40.1% 

砂増え続ける医擦費� 

医療保険の各保険者� 

70% 
(国保税・社会保険料など)

入院

47.8% 

老人保健受給者が，病院や診療所で治療を受けると

きの医療費の財源は.受給者が負担する一部負担金を

除いた金額の� 7割乞医療保険の各保険者が拠出金と

して負担し，閉じく� 3割を国・県・町が公費負担して

います。

昨年は，� 1人当たり約� 72万円の医療費が使われてい

ます。そのうち� 7割分の約50万円を家族や周りの人が

支払 う保険税で，残り� 3割分の約22万円を国・県・町

の負担でまかなったことになります。

このように，多くの人々の↑品力によって支えられて

いる制度ですから，医療費に関心を持ち，その有効利

用を心がけるようにしましょう。

総医療費

老人保健

国 |県|町| 本人一部負担金� 

20 I5 I5 I外来� 1か月� 1，020円� 

% 1%1%1入院 1 日� 710円

責もしも交通事故で

治療を受けたら

連絡を/

勝浦町役場住民福祉課� ft2-2511

医療費有効利用� 7ヵ条� 

1同じ病気で¥，¥くつも遣う医療機関にかからない。� 

2家庭医をもっ。� 

3早期発見，早期治療。� 

4健康診断を積極的に受ける。� 

5医師に，異常の具合を要領よく説明する。� 

6薬をむやみにほしがらない。� 

7緊急の場合以外，夜間・休日の診療はひかえる。

MUS04
テキストボックス
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10月の保健行事� お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

日 H翠 内� ~ 受付時間 士j語 所 女す 象 者
持参する

ものなど� 

3 木 骨粗窓症予防教室，健康相談� 9 :30~11:30 中山集会所 自生 {主 民 健康手帳� 

8 火 骨組窓症予防教室，健康相談� 9 :30~11 :30 掛谷集会所 一 自生� f主 民 健康手帳� 

9 水 骨粗穀症予防教室，健康相談� 9 :30~ 11 :30 横瀬集会所 自主 住 民 健康手帳

水16 ポリオ生ワクチン投与�  
農村環境改善

13 : 30~ 15:00 
セ ン タ ー

-生後月 3 ~ 18月未満 予診察�  
. 90 未満でまだ� 2回の 母子健康手帳
んで、いない子 予防接種手帳� 

17 木 骨粗窓症予防教室，健康相談� 9 :30~ 11 : 30 久国集会所 一 般� f主 民 健康手帳� 

20 日 第� 6回健康，福祉まつり�  9 :OO~ 
農村環境改善センター

勤労者体育館�  一 自主 住 民

22 火 骨組程症予防教室，健康相談� 9 :30~11 : 30 勝浦会館 一 自主 住 民 健康手帳� 

23 水 巡回胸部 レ ン トゲ ン検診�  9 : 30~ 16:00 
日程左記のとお� 

り� 
19歳以上の住民 料金・無料

24 木 骨組者症予防教室，健康相談� 9 :30~ 11 :30 坂本集会所 一 自立 住 民 健康手帳� 

圭ロ25 金 手L 児 健 康 ノよ』' 査� 13:30~14:30 勝浦病院�  
H 7 .11.1 ~H 8 .8 .31 母子健康

までに生まれた子 手帳� 

28 月 巡回胸部レントゲン検診�  9 :30~16:00 
日程左記のとお

り� 
日歳以上の住民 料金・無料

29 火 骨粗者症予防教室，健康相談� 9:30~ 11:30 生名センター 自z 住 民 健康手帳� 

30 *
骨粗窓症予防教室，健康相談� 9 :30~11 :30 中角集会所 般 住 民 健康手帳� 

基本診査，婦人がん検診日程表

期 間

基本診査が受診
できる医療機関

時 間

内� R廿..， 

婦人がん検診が
受診できる医療
機関

平成 8 年10月 1 日 ~12月 27 日

赤岩 医院 湯浅医院 山西医院 勝浦病院

月 ・火・木 ・金は 月・火 ・木・金は 月~土
火・木の

午後5時00分ま で 午後 5時まで ただし午前中

水 ・土は午前中 水・土は午後3時まで のみ
午後l時-4時

身体測定.尿検査，血圧測定，心電図検査

血液検査� (コレステロール，中性脂肪，肝機能.貧血.血糧背機能)

眼底検査(勝浦病院のみ)

山西医院� (子宮.乳腺) 勝浦病院� (乳腺)

基本診査の時間と同じ 木の午後

基本診査……無料 子宮がん検診……けい部� 1.500円

平ヰ 金
乳!J泉・…..600円 11けい音 と体部� 2.200円
(ただ し満70歳此の方及び市町村民税非課税世帯の方は無料です。)
受診の際お申 し出ください。

基
本
診
査
、
婦
人
が
ん
検
診
を


ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
ヘ


増
加
す
る
成
人
病
対
策
の

一
環
と
し
て
、
勝
浦
町
で

は
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
問
、
愛
育
班
と
連
携
の
も

と
総
合
健
診 

(基
本
健
診
、
胃
、
結
核
、
肺
が
ん
)
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方

を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
医
療
機
関
で
の
検
診
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
こ
の
期
間
内
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 圃

MUS04
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-R

保
健
や
福
祉
に
つ
い
て
み
ん
な

で
考
え
、
理
解
を
深
め
、
連
携
を

図
り
、
す
べ
て
の
町
民
が
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
。
つ
く
り
を

目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。
ま
た
今

回
は
、
徳
島
県
主
催
の
献
血
推
進

ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
「
あ
わ
あ
ぶ
ら
つ

ど・
川
勝
浦
」
も
同
時
に
行
な
い
ま

す
の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内

容
・
表
彰

・
講
演
医
、
食
、
農
の
視
点
か
ら


「
現
代
社
会
と
人
間
の
い
の
ち
」


講
師
公
立
菊
池
養
生
園
診
療
所


所
長
竹
熊
宣
孝
先
生


-
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
(
健
康
相
談
、

福
祉
相
談
、
介
護
相
談
)
、
健
康
体

- 第� 6回-

健康・福祉まつり開催

-と き 平成 8年10月20日(日)

午前10時から

-ところ 農村環境改善センター

勤労者体育館

r¥ 

-…。O (D00。…・…………・
G

~・、大

h
7

操
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
パ
ネ

ル
展
示
、
体
脂
肪
検
査m

あ
わ
あ
ぶ
ら
つ
ど 

勝
浦

献
血
コ
ー
ナ
ー
、
啓
発
コ

「献
血
推
進
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
」

ー
ナ
ー
、
催
し
物
コ
ー
ナ

ー
(
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ

|
)
な
ど 

巡
回
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
様
診

日
本
の
結
核
患
者
数
は
、
栄
養
状

態
の
向
上
や
特
効
薬
の
開
発
、

接
種
の
普
及
に
よ
り
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
年
間
で
約

四
万
五
千
人
が
発
病
し
、
死
亡
者
も

三
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
も
、
毎
年
結
核
の
新
患

B
C

者
が
出
て
、
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。

結
核
の
症
状
は
、
風
邪
を
ひ
い
た

時
の
症
状
と
似
て
い
る
た
め
、
発
見

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に

麻しん並び‘に百日咳，

ジフテリア，破傷風，

三種混合予防接種にっし、て

九
月
か
ら
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、
十
月
か
ら
麻
し
ん
並

び
に
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風

三
種
混
合
の
予
防
接
種
を
町
内
医
療
機

関
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。
予
防
接
種

説
明
書
、
予
防
接
種
券
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
確
認
の
上
、
定
期
接
種
の
期
間
内

に
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

。
接
種
を
受
け
る
場
合
は
、
予
約
が
必

要
で
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
医
療
機

関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

。
任
意
接
種
と
な

っ
た
場
合
は
、
麻
し

ん
六
千
円
、
百
日
咳
・ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
三
種
混
合
五
千
五
百
円
と
な

り
ま
す
。
な
お
接
種
料
は
直
接
医
療

機
関
窓
口
へ
支
払

っ
て
く
だ
さ
い 
0 

0
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

保
健
婦
へ

(二
 

1

二
五

一
一
)

高
齢
者
や
咳
や
疾
な
ど
の
症
状
が
続

い
た
り
、
ま
た
今
年
ま
だ
一
度
も
受

診
し
て
い
な
い
人
は
必
ず
受
診
し
ま

し
ょ 

。

巡回胸部レントゲン検診日程表

10 

石原 ・山本基工事務所� 9 : 30~10:00 

沼江 ・高田治宅横�  10: 1O~10:40 

J A 生比 奈 支所�  10 :50~11:20 
月

農村婦人の家�  11 :30~ 12 : 00 
23 

f生 士易 前� 13 :OO~14:00 
日

体j
星谷 ・小山二三好宅前� 14: 1O~ 14 : 40 

勝浦会館駐車場�  14:50~ 15 : 20 

今山 ・ふれあい交流館� 15 : 30~16 : 00 

10 

月

28 

日� 

(月)

生名 ・いちょうの木� 9 : 30~ 1O : 00 

棚野 ・インテリア勝浦� 10 : 1O~10:40 

中山 ・中野功宅前�  10:50~11 :20 

横� i頼・石木正一宅横�  11 : 30~12 : 00 

与川内 ・池田理髪庖前� 13:00~13 : 30 

J A坂本 出張所�  13:40~14 : 10 

坂本・林忠 三 宅横�  14:20~14 : 50 

f~ 士湯 前� 15:00~ 16 : 00 

麻 し ん
百日咳，ジフテリア，

破傷風三種混合

病 状

麻しんウイルスの飛まつ感染

によっておこる病気で，発熱，

発しんを主症状とし合併症と

して気管支炎や中耳炎.脳炎

などをおこすことがあります

ジフテリ� 7 .破傷風は飛沫

感染でおこり� .破傷風は傷口

から菌が体内へ入りおこる病

気で.重症化することがあり

。ます。� 

対象年齢� 

(定期接種)
生後� 12-90月未満

11棚田生後� 3月-90月未満

1期追加・・生後� 3-90月未満

(~卿回腕3四月了後� 6か月以上の
隔をおいて接種

委託期間 平成� 8年10月~平成� 9年2月 平成� 8年10月~平成� 9年2月

料 金� 
2.000円

(医療機関窓口へ支払ってください。)
鑑 料

医療機関 赤岩医院.山西医院，勝浦病院

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
0 

0
検
診
料
・・・・・・
無
料

。
ボ
タ
ン
や
金
具
の
つ
い
て
い
な
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

回
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一般加入者�  600円惨� 760円

住民税� 90日までの入院�  450円砂� 650円
非課税� 

90日を超える入院
世帯等� 300円惨� 500円(過去12か月の入院日数)

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金を� 
200円砂� 300円受けている人

(I主主Jr対iJ

いこ亡グ� 
¥ ¥ / 

入院時の食事療養費の自己負担� 
(1日あた り)

(改正前 〉� ζ豆� f

、。

食住民税非課税世帯等の方は，負担額が軽減されます。「標準負担額減額認定証」が必要

となりますので，役場の担当窓口で申請しでくださし

女入院時の食事療養費は，高額療養費の支給の対象とはなりません。

¥ 

検診(人間ドッグ)申し込みされた方ヘ

-検診日を忘れないようにしましょう。

・検診日の� 1週間前には，関係書類を送付します。

よく読んでまちがいのないようにしましょう。� 

国保税は，被保険者となった月から課税されます。
「加入の手続きをしたとき」で、はありません。

被保険者となる月とは，職場の健康保険をやめたとき，あるいは他の市区

町村から転入しで住み始めたとき。

園
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国民隼盆から 

徳島年金権放サーどズセンター
 

10月7日(月)オーブシ

年金を受取るための手続きや，今までに掛けてきた年金の期間確� 

[相談受付時間� |
E患などが，サービスセンターでできます。� 

午前� 9 時1 5分 ~ 11時3 0分
サービスセンターでできる 午後� 1 時 ~ 4 時

年金相談や手続きは 土曜日 ・日曜日 ・祝日は休みです。� 

.年金を受けるための裁定請求書の受付や年金の源泉徴収票 ・

年金証書などの再発行

・国民年金 ・厚生年金保険の加入期間や年金額の確認

・年金を受けている方が行う住所や氏名変更などの受付

相談においでになる時は，年金手帳，年金証書，印鑑等をお

持ちください。

また，代理の方がお越しの際は，委任状が必要となります。

サービスセンターは

公的機関ですので相談は

すべて無料です。

お気軽にご利用くだ

ー¥

， 〆-、

四

*お願い

プラ イパ シーを守るため，電話での相談はご遠慮ください。 宮� 0886-55-5100

女徳島年金相談サービスセンター

〒770徳島市八百屋町� 3丁目� 26番地

大同生命徳島ピル� 3階

年金住宅資金・年金教育資金貸付制度

住宅資金

・利用できる方

・資金の使い道

・融 資 金額�  

現在� .厚生年金保険に加入中で，通

算して加入期聞が3年以上ある方0

住宅の新築，建て売り住宅 ・マン

ション ・中古住宅の購入，増改築

等の住宅資金の改良資金。

100万円以上1，870万円

・融資利 率年3.38%~3 . 80%固定制

利率は，変更することがあります0

・返済期間	 5 年~35年 

2 教育資金

・利用できる方	 現在，厚生年金保険または国民年

金に加入中で，通算して加入期聞

が10年以上ある方。

-資金の使い道 高校 ・専門学校 ・大学等の入学資

金や在学中の教育資金

・融資金額

厚生年金被保険者 学生� 1人� 100万円以内

国民年金被保険者 学生� 1人� 50万円以内

・融資利率 	 年3.40%固定制 利率は，変更す

ることがあります。

・返済期間 	  8年(据置き制度もあります。)

問い合わせ先

徳島市昭和町� 1丁目37番地

(相互産業ピル 3階)

社団法人 徳島県年金福祉協会

宮� 0886-25-3338

MUS04
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月
日
日


(
敬
称
略
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お
誕
生
お
め
で
と
う

8
月
日
日

1
9

大
字
三
渓

字
古
川

神
取

里
佳
子

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
中
角
字
東
山
伊
丹
ア
サ
ヱ
(
∞
∞
歳
)

大

字

坂

本

字

坂

本

河

野

豊

(

印

歳

)

大
字
三
渓
字
定
問
坂
井
ア
イ
(
別
歳
)

弘
/
三
女

清
恵
¥

秀
雄
/
二
女

美
恵
¥

光

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉坂若伊 ぁ善
野井木丹 り各事業所に調査票をお届

けします。

事業所・企業統計調査に

ご協力を。� J{ら

届いたら早めに

ご記入を。

8
月
時
日

1
9
月
日
日

泰
治
さ
ん
(
中
角
)

フ
ミ
さ
ん
(
沼
江
)

芳
久
さ
ん
(
横
瀬
)

智
恵
さ
ん
(
横
瀬
)

10月1日，全国一斉に事業所・

企業統計調査が行なわれます。事

業所 ・企業統計調査は.国や都

道府県，市区町村などのこれか

らの行政を考えていく上で¥大

切な資料となるものです。� 

-B71・厚普遍丙..司・

広
報
原
稿
の
募
集
に

つ
い
て

広
報
か
つ
う
ら
で
は
、
町
民
の
み

な
さ
ま
か
ら
の
ホ
ッ
ト
な
情
報
と
広

報
原
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

締
切
り
は
、
毎
月
五
日
で
す
。 

-
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
久
国

勝
浦
町
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で

宮
二
|
二
五

一一
 

¥J 

11

。

勝浦会館10月行事夜間救急当番表� 

⑧ 

心配ごと相談

-日時 10月4日樹� 

10月 日倒� 

10月18日(創� 

10月25日樹

-時間

午前10時~午後� 3時

・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センタ� -2階

10月� 1日 赤 岩医院�  2-2006 

10月� 3日 勝浦病院�  2-2555 

10月� 5日 上勝診療所� 6-0302 

10月� 7日 勝 浦病院�  2-2555 

10月� 9日 上勝第2診療所� 5-0152 

10月11日 勝浦病院�  2-2555 

10月⑬日 山西医院�  2-3027 

10月15日 勝浦病院�  2-2555 

10月17日 湯浅医院�  2-2003 

10月19日 勝浦病院�  2-2555 

10月21日 赤岩医院�  2-20.06 

10月23日 勝浦病院�  2-2555 

10月25日 上勝診療所� 6-0302 

10月の日 勝浦病院�  2-2555 

10月29日 上勝第2診療所� 5-0152 

10月31日 勝浦病院�  2-2555 

教室名 実 施 日 時 間� 

3 17 24 31 
午後� 7:30~争宮陶 二一-+-

木 木 木 木� 

11 25 
午後� 8:OO~着付 け

金 金� 

17 24 31 
午後� 7: 30~τ4手� z-←z 

木 木 木� 

2 16 30 
午後� 8:OO~踊 り

7Jて� 

** 
1 21 

午後� 8: OO~生け花
火 月� 

習� P子.... 
4 11 25 

午後� 7: OO~ 
金 金 金� 

17 26 31 木a1fl日は午後� 1fI寺
土sld.日は

午後� 6時30分から� 
大正琴

木 土 木
平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで

休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで� 

ま

い

り

問
お

お
て
に

し

軽

い

付

気

さ

受

お

だ

も

'

く

で

で

せ

日

の

わ

平

す

合 

園
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